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１． 研究背景と目的 

現在新型コロナウイルスの影響を受け, 様々な社

会活動が停滞し経済は逼迫している。感染対策とし

てほとんどの人がフェイスシールドやマスクの着用

を行い, オフィスではオンライン化やパーテーショ

ンの設置, 仕切りなど, 距離を離す・遮断する対策

が取られている。しかし, これらの対策はまだまだ

不完全である。新型コロナウイルスから人々を守る

対策によって, 実際に人と会って顔を見て話すとい

うコミュニケーションの機会が少しずつ失われてい

る。これから大きく変化していく社会環境の中で, 

いかにオンライン化の恩恵を受けつつ, これまでの

ようなコミュニケーションを維持していけば良いの

だろうか。

大きく様変わりした社会環境の中で, 本来必要な

五感を使ったコミュニケーションを維持していくこ

とには大きな社会的意義がある。アフターコロナ社

会で特にオフィスワーキングにおいて,円滑なコ

ミュニケーションを自然と構築するオフィス空間を

提案する。

２．調査 

1.オフィスに関する意識調査

勤務形態の調査
1)
では, 東京では約80％の企業が

テレワークを実施。また全体の企業の約 50％の企

業が時差出勤を実施。また新型コロナウイルスの対

応で, オフィスを見直そうと考えている企業は東京

で約 81％, 東京以外の地域でも 70％を超える。特

にオフィスでの新型コロナウイルス対策が進んでい

ないと答えた事業所は 1〜29 名の小規模事業所であ

り, 進んでいない対策の内容は通路出入り口の歩行

ルールが最も多い一方で, 手指の消毒やマスク着用

のルールの徹底は多くの企業ができていると回答し

た。

KOKUYO の発表した, これからのオフィスに必

要な方針
1)
としては, 距離・密度・換気・衛生・非

接触・遮断・動線を挙げている。 

2.対人コミュニケーションに関する調査

人は対人でなければ取得できない五感によるコ

ミュニケーションを無意識のうちに行っている。

そして対人コミュニケーションには, バーバル

（言語）コミュニケーションとノンバーバル（非言

語）コミュニケーションの２つがある。バーバルコ

ミュニケーションとは主に文字や言葉を通じて行う

ものであり, 文字を読んだり言葉を聞くなどであ

る。一方のノンバーバルコミュニケーションとは言

語以外の感覚, 身振り手振りなどのボディランゲー

ジや, 表情, 声のトーン・大きさなど, 視覚や聴覚

などの感覚で得る情報が主になる。これらのコミュ

ニケーションにおける話し手が聞き手に与える情報

の影響力の割合を数値化したものが 1971 年に「メ

ラビアンの法則」として発表されている。
3)

対面で会話をする時, 私たちは五感を使い, 言

語・非言語両方の情報を取得し総合的に判断しなが

ら話の進め方を瞬時に判断している。
3)
 

３．調査のまとめ 

 調査を通し, 新型コロナウイルスの流行をきっか

けにオフィスを見直そうとしている企業は非常に多

く, 特に小規模事業所での感染対策が進んでいない

現状がわかった。そして進んでいない対策の項目で

は通路等の歩行ルールが多かった。また, オンライ

ン化にはメリット・デメリットが存在し, 対面型と

オンライン型の利点を活かしたハイブリッド型の柔

軟なワーキングスペースが必要となってくるだろ

う。



４．コンセプト 

  本来オフィスは会社の社員が集まり, 様々な業

務が行われる場所であったが, これからはテレワー

ク・リモートなどで対応できる業務も増えてくる。

しかし, オフィスワークにおいて対人でなければな

らない仕事や, 対人であることで効率の良さや内容

の充実が測ることのできる作業がある。（実際のモ

ノを見ながらの企画ミーティングや取引先との商

談, また直接人に行うサービス）それらの限られた
目的において, コミュニケーションの形成を円滑に

行うことのできる新しいオフィスの形を提案するも

のとする。

 また新型コロナウイルス対策として「2m�距離を

開ける」という厚生労働省のガイドラインを元に空

間を作るため, 人同士が約２m�ずつ離れて作業ので

きるコミュニケーションづくりの目標「中距離コミ�

ュニティ」とする。 

５．提案 

 「自然な導線と中距離コミュニティ」 

提案物は調査の中で最も対策の進んでいないと回答

の多かった, 少人数事業所を想定したオフィスとす

る。オフィステナントのワンフロアの提案, または

全く新しいあり方の提案を目指す。 

自然な導線では床や壁を利用して, 歩行のルールを

無意識に理解できるデザインを目指す。 

 中距離コミュニティでは, 感染症対策をしつつ, 

顔を見ながらコミュニケーションが取れるようなデ

ザインを模索する。 

またこの提案は, 今後社会で働く人が完全なデジ

タルネイティブ世代になる前の, 今後�10〜20�年後

までを目安にした提案とする。

概要 

想定 

・小規模事業所（１〜２９名程度）

・2020〜2040 年の近い将来を想定

壁素材を変えられる独立型ミーティングルームの 

アイデアスケッチ

単純なユニットの組み合わせによるカスタマイズ可能なワーキ

ングスペースのアイデアスケッチ
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